
　　　　　　　　　　　　                          　別表２
自衛消防組織の編成
及び任務
等
自衛消防隊長〔　　　　　　　　　　　　　　
〕



	火災時の任務
	震災時の任務

	（1）非常ベルを鳴らす。

（2）119番に通報する。

（3）到着した消防隊への情報提供及び関係先への連絡にあたる。

　　　　　　　　　　　　
	　情報収集担当とする。  

（1）テレビ、ラジオ等により情報を収集する。

（2）自衛消防隊長の指示により、必要な情報を収集し、伝達する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	（1）水バケツ、消火器等を使用し初期消火する。

（2）天井に燃え移ったら初期消火は中止して避難する。
 　　　　　　　　　　　
	点検担当とする。

（1）担当区域の点検を行い、転倒、落下防止等の被害防止装置を実施する。

（2）危険箇所の補強等を行う。　
　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	（1）避難口を開放し、避難経路図に従い、避難誘導にあたる。

（2）避難誘導は、大声で簡潔に行いパニック防止に全力をあげる。

　　　　　　　　　　　　　
	火災時の任務と同じ。

（1）出入口等に配置につく。

（2）避難誘導を行う。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	（1）負傷者に対する応急処

　　置　　　　　　　　　　

（2）救急隊との連携、情報

　　の提供　　　　　　　　

（3）負傷者の氏名、負傷程

　　度の記録　　
　　　　　　　　　　　　　
	　応急措置担当とする。　　　　　　　　

（1）危険箇所の補強等を行う。　　　　　

（2）避難通路の確保　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


通報連絡担当



初期消火担当




避難誘導担当



応急救護担当

�自衛消防組織の編成は、自衛消防隊長のもとに通報連絡担当、初期消火担当、避難誘導担当を必ず定めて編成します。


�各任務は、自衛消防隊の各担当における最低限の活動内容であり、担当以外の任務についても把握しておく必要があります。


�自衛消防隊長は防火管理者とします。防火管理者の氏名を記入してください。


�各任務に付加することがあれば記入します。


�各担当は氏名又は職名を記入してください。






